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「ハイブリッド車等の静音性に関する対策について」（案） 
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１．検討委員会開催の背景について 

1.1. 検討委員会の目的 
 ハイブリッド車や電気自動車等は、低炭素化社会を進める上で普及促進を図ること

とされており、近年登録台数が急増し、今後さらに増加するものと予想されている。 
一方、これらの自動車は、構造的に音がしなくて危険と感じるとの意見が、ユーザ

ーや視覚障害者団体から寄せられている。 
このような事態を踏まえ、その対策を検討するため、学識経験者、視覚障害者団体、

メーカー団体等からなる検討委員会を開催し、対策のあり方を検討することとしてい

る。 
 

1.2. ハイブリッド車等の保有台数及び今後の普及見込み等について 
（１）ハイブリッド車等の保有台数 

•次世代自動車の保有台数は増加
•全体から見れば１％未満

出典： 「環境レポート2008」（自工会）、
「日本の自動車工業2009」（自工会）より

総保有台数はこの5年間
7500万台前後で推移

2007年度自動車保有台数と
次世代自動車内訳（二輪含まず）

（２）今後の普及見込み 
ハイブリッド車や電気自動車は、低公害車の普及支援策や新車販売効果等により

登録台数が増加しており、今後更に増加していくことが見込まれている。 

 
 

2008 年度自動車保有台数 
次世代自動車内訳（二輪含まず）
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（３）電動車両の販売見込み、販売計画又は開発計画（公表されている内容） 

メーカー 電気自動車 ハイブリッド車 ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 燃料電池車

ホンダ 電動二輪を 2010 年末
頃を目処に投入。  

2009 年新型インサイト販
売、2010 年中にスポーツタ
イプハイブリッドを投入。
今後は中・大型への適用も
視野に。 

2008 年 11
月FCXクラ
リティをﾘｰ
ｽ販売開始。

トヨタ 97～03 年に市場投入。
12 年までに米国投入
予定 

97 に発売開始。10 年代の早
い時期に世界で年間販売
100 万台を達成するべく、
世界で 10 車種程度投入し、
20 年代に全車種にハイブリ
ッドモデル設定を目標。 

09 年末よりグロー
バルで合計 500 台程
度を順次投入。09 年
末以降、官公庁、自
治体、法人などの特
定利用者を中心に約
200 台の PHV をリ
ースする。 

02 年よりリ
ース販売開
始。05 年に
型式認証を
取得。 

三菱 2009 年 7 月下旬より
市場投入。 
‘09 年度：1,400 台 
‘10 年度：5,000 台  
（予定） 

 2013 年までに投入
したい｡ 

 

日産 2010 年度に日米にお
いて EV を投入、2012
年度にはグローバル
に EV を量販予定。 

2007 年に「アルティマハイ
ブリッド」を北米で発売。 
日産独自のシステムを搭載
したハイブリッド車を開
発、2010 年度を目標に日米
で販売予定。2006年より「ア
トラス・ハイブリッド」を
発売中。 

新型FCVを
2010 年代の
早い時期に
販売する予
定。 

富士重工 2009 年度にプラグイ
ンステラを１７０台
程度を販売。 

  

マツダ  2010年代初頭の市場導入を
目指し、開発を進めてい
る 。 

 

三菱ふそ
う 

 2009年小型トラック キャ
ンタエコハイブリッドを改
良し販売（目標台数 600 台/
年）、2007 年大型路線バス
エアロスターエコハイブリ
ッド販売（目標台数 60 台/
年）。 

 

日産ディ
ーゼル 

 将来に向け中・大型 HEV の
導入可能性検討中。 

 

日野  ハイブリッド車の普及拡大
を目指す 
・ハイブリッドバスの拡販 
・革新型小型 HV トラック
の開発 

次世代低公害車開
発・実用化促進プロ
ジェクトにて非接触
給電ハイブリッドバ
スの開発を推進。  

 

いすゞ  2005年小型トラックいすゞ
エルフ HEV を発売し、2009
年 5月に改良型の 09モデル
を発売した。 

燃費向上の手段とし
て検討している。  

 

ヤマハ発
動機 

将来に向け検討中。    
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（４）ハイブリッド乗用車の登録乗用車に占める割合（新車販売台数） 
 

ハイブリッド乗用車 登録乗用車総台数 割合
2005年(暦年) 60,320 3,361,341 1.8%
2006年(暦年) 80,215 3,134,134 2.6%
2007年(暦年) 85,447 2,953,193 2.9%
2008年(暦年) 108,391 2,800,664 3.9%
2009年1-９月 222,594 1,900,585 11.7%

2009年1月 7,001 153,950 4.5%
2009年2月 10,460 194,236 5.4%
2009年3月 11,089 286,312 3.9%
2009年4月 15,068 146,478 10.3%
2009年5月 21,601 159,605 13.5%
2009年6月 34,152 219,836 15.5%
2009年7月 42,359 266,173 15.9%
2009年8月 33,073 179,766 18.4%
2009年9月 47,791 294,229 16.2%
2009年1-９月 222,594 1,900,585 11.7%
* 自販連の統計データを基に自工会作成  

 
1.3. 交通事故の現状 
1.3.1. 個別の事故実態 
●平成 20 年度に日本盲人会連合の実施した調査では、事故に遭った等の情報は寄

せられていない。 
●ハイブリッド車が原因かどうかは確認できていないが、中野らによる路地での視

覚障害者の事故に関するアンケート調査の結果※では、視覚障害者が車に白杖を

折られる等のニアミス事例が報告されている。 
【各社が保有している情報】 
●事故情報について 
 ハイブリッド車の静音性に起因する事故の発生は確認できていない。 
●お客様相談に寄せられた声 
 ハイブリッド車の静かさに関して、メーカーのお客様相談には、ここ３，４年で

60 数件のご意見やご質問が寄せられた。 
 
＜メーカーに寄せられた声の実例＞ 

全盲の障害を持った友人と歩いていた時に、近づいていたハイブリッド車に気づかず、驚い

たことがあった。全盲の人は、耳だけが頼り。もう少し走行中に音が出るようになっていると

良いと思う。 
バックしてきたハイブリッド車、音がしないので、いきなり車が横にあって驚いた。危ない

と思う。 
                                            
※ 参照文献 中野泰志ほか：ヒューマンインターフェースシンポジウム 2005 別刷 
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ハイブリッド車は低速走行時とても静かな為、歩行中に後ろから接近したことに気がつかな

いことがある。いきなりクラクションを鳴らされて驚かされ、同時に運転手に対して腹立たし

さを覚える。クラクションとは別にチャイムなどで、歩行者に車の接近を知らせることはでき

ないか？  
低速走行時ガソリン車に比べハイブリッド車は音が静かで歩行者が気づきにくいとの落とし

穴があるとニュースで報じていた。ハイブリッド車が普及するにつれ色々な問題が出てくると

思うが是非解決し普及して欲しい。 
ハイブリッド車の音は歩行者が気づかないくらいか？その際クラクション以外で歩行者に知

らせる装置はあるか？ 
ハイブリッド車は音が静かで周りが気づかないことが多々あると思うから、こちらが気をつ

けないといけないですね。 

 

1.3.2. 一般エンジン車との比較※ 
（１）事故解析対象 
第二当事者が、自転車､歩行者の死傷事故のうち、以下のものを対象とした； 
① 第一当事者：プリウス、カローラ、アリオン＆プレミオ、クラウン  
② 第一当事者の危険認知速度：20km/h 以下 
③解析年度：2003 年、2004 年、2005 年 

 （２）事故比率 
  事故比率＝（事故件数*）/（保有台数* ） 

*プリウスと比較するため、98 年以降の初年度登録の事故件数、保有台数とした。 
（３）事故解析結果 
プリウスは他のトヨタ車と同等の事故率のレベルと判断。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 保有台数 
 
                                            
※
出典：第１回ハイブリッド車等の静音性に関する対策検討委員会資料 
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図２ 事故件数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 事故比率 
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２．ハイブリッド車等の静音性に関する対策検討委員会委員名簿 

○委員長 

鎌 田  実   東京大学高齢社会総合研究機構長・教授 

○委 員 

稲 垣  敏 之  筑波大学大学院システム情報工学研究科 教授 

臼 田  政 史  社団法人日本自動車工業会 安全・環境技術委員会 

            電動車両技術部会長 

笹 川  吉 彦  社会福祉法人日本盲人会連合 会長 

下谷内冨士子    社団法人全国消費生活相談員協会 顧問 

田 中  丈 晴  独立行政法人交通安全環境研究所 研究コーディネータ 

中 野  泰 志  慶應義塾大学経済学部 教授 

宮 田  学   社団法人日本自動車部品工業会 基準認証部会委員 

村 上  茂 泰  日本自動車輸入組合 基準認証委員会委員 

横 野  茂 樹  社団法人日本自動車連盟 交通環境部長 

                                              （敬称略、五十音順） 

加 藤  久 喜  内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付 

            参事官（交通安全対策担当） 

室 城  信 之  警察庁交通局交通企画課長 

清 谷  伸 吾  国土交通省自動車交通局技術安全部技術企画課長 

                                                     （敬称略） 

 

３. ハイブリッド車等の静音性に関する対策検討委員会の開催経緯 
○第１回委員会（平成 21 年７月２日） 
・現状把握 
・今後の対応について意見交換 

○第２回委員会（平成 21 年８月５日） 
・ハイブリッド車等を用いた静音性に関する体験会 
・今後の対応の方向性に関する検討 

○第３回委員会（平成 21 年 10 月 15 日） 
・ハイブリッド車等の静音性に関する対策（パブリックコメント募集案）の検討 
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４．ハイブリッド車等の静音性に関する体験会の結果報告について 
（第 3 回検討委員会資料より抜粋） 

 
 
 

 
※今回の体験会における「気付き」の結果に関しては、暗騒音レベルの変動等により、厳密な

横並びの比較は困難であることを考慮する必要がある。 

※
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５．将来の取り組み 
 本検討委員会では、急激なハイブリッド車や電気自動車の普及を受け、早急な対応

が求められる状況を鑑み、当面の対策として、自動車から音を出すことが適当とした。 
しかし、国土交通省に寄せられた意見の中には、通信技術を活用し、歩行者と自動

車の間で情報の交換を行い、歩行者に自動車の接近を伝える、又は、自動車に歩行者

の存在を知らせるといった対策の提案があった。 
これらの対策には、今回の検討で課題となった自動車が発する音による居住者やド

ライバー等への受容性が損なわれる懸念が無いというメリットがある一方で、以下の

課題があるため、今後の技術開発等により解決されることが期待される。 
 
（１） 歩行者が自身の存在を示す電波発信装置か又は自動車から情報を受け取る

受信装置を携帯する必要がある。 
（携帯電話の活用や視覚障害者が携帯する白杖に電波の発信装置や受信装

置を取り付ける等の提案あり。） 
（２） 自動車が歩行者の位置情報を受け取る場合、路肩の建物の中にいる人等反

応する必要がない人にも反応する可能性が考えられる。 
（３） 歩行者が情報を受け取る場合、自動車の接近する方向や早さ等の情報をど

のように伝えるかが課題であるとともに、大きな幹線道路沿い等では、受

信装置が反応しっぱなしになると考えられ、歩行者を混乱させる可能性が

ある。 
 


